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【委員会主旨】 

本年６０周年を迎える山形青年会議所は、創立以来様々な活動を通して地域貢献を行う1 
と共に、運動に賛同する仲間を募って参りました。しかし、少子高齢化による社会構造の2 
変容や経済状況の変化等の影響により、１９８９年以降、会員数が減少する傾向が続いて3 
おります。市民を牽引し未来へ夢を描きながら運動を展開する組織として、会員数を増加4 
させると共に、我々自身が人を強く惹き付ける地域の希望たる存在である必要があります。 5 

まずは、多くの方々から我々の組織に対する理解・共感を得ながら今後も発展的に運動6 
を継続するために、青年会議所の一員である私たち自身が自らの運動に誇りを持ち、胸を7 
張り笑顔でその意義を語る会員拡大運動を行います。そして、メンバーが会員拡大運動の8 
重要性を感じ真摯に取り組む意識を醸成すると共に、市民から青年会議所への理解を深め9 
ていただく機会とするために、夢の実現に向かい自らの事業の意義と情熱を伝播させ、志10 
を同じくする者を惹き込んで達成していくことを学ぶ講師例会を行います。また、新しい11 
仲間が青年会議所の歴史や理念・存在意義・今後の運動を深く理解した上で入会を前向き12 
に決めると共に、メンバーが新たな出会いの機会を成長の糧とするために、仮会員セミナ13 
ーを行います。さらに、新入会員が青年会議所への入会により得る誇りや可能性・生じる14 
責任を自覚し、自らの運動に対する決意を確固たるものにするために、格調の高い認証式15 
を行います。そして、新入会員同士が互いを知り友情を育みながら、事業を構築するプロ16 
セスを学び今後の青年会議所運動で確かな歩みを進めるために、新入会員事業を行います。 17 

やまがたの明るい未来とその中でのそれぞれの夢を熱く語り合い、また共に歩んでいく18 
同志を迎えると同時に、学び舎である青年会議所の運動という研鑽を通し互いを高めあい19 
ながら、可能性に満ち我が街を誇りに感じる「夢溢れ美しく先駆けるまち」を実現します。 20 
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別紙エクセル表 

【常任理事意見】 21 
例会、セミナーを通して先輩諸兄が築き上げてこられた歴史と伝統の溢れる山形青年会22 

議所の魅力を発信していきます。また、共に歩んでいく新たな同志を迎えると同時に個々23 
の可能性を引き出すため全力でサポートし、意識と資質の向上に取り組んで参ります。 24 



15 委員会事業計画フォーム 

 25 
本年６０周年を迎える山形青年会議所は、創立以来様々な活動を通して地域貢献を行う26 

と共に、運動に賛同する仲間を募って参りました。しかし ながら 、少子高齢化による社27 
会構造の変容や経済状況の変化等の影響により、１９８９年以降、会員数が減少する傾向28 
が続いております。市民を牽引し未来へ夢を描きながら運動を展開する組織として、会員29 
数を増加させると共に、我々自身が人を強く惹き付ける地域の希望たる存在である必要が30 
あります。 31 
まずは、多くの方々から我々の組織に対する理解・共感を得ながら今後も発展的に運動32 

を継続 していく するために、青年会議所の一員である私たち自身が自らの 青年会議所33 
運動に誇りを持ち、胸を張り笑顔でその意義を語る会員拡大運動を行います。そして、メ34 
ンバー一人ひとり が会員拡大運動の重要性を感じ 、意識を向上させ活動運動に真摯に取35 
り組んでいく 真摯に取り組む意識を醸成すると共に、市民から青年会議所への理解を深め36 
ていただく機会とするために、夢の実現に向かい自らの事業の意義と情熱を伝播させ、志37 
を同じくする者を惹き込んで達成していくことを学ぶ講師例会を行います。また、新しい38 
仲間が青年会議所の歴史や理念・存在意義・今後の 活動内容 運動を深く理解した うえ39 
上で 自ら 入会を前向きに決め ていただく ると共に、メンバーが新たな出会い により得40 
る の機会を成長の糧とするために、仮会員セミナーを行います。さらに、新入会員が青年41 
会議所への入会により得る誇りや可能性・生じる責任を自覚し、今後の 自らの 活動 運動42 
に対する決意を確固たるものにするために、格調の高い認証式を行います。そして、新入43 
会員同士が互いを知り友情を育みながら、事業を構築するプロセスを学び今後の青年会議44 
所 活動 運動で確かな歩みを進めるために、新入会員事業を行います。 45 

やまがたの明るい未来とその中でのそれぞれの夢を熱く語り合い、また共に歩んでいく46 
同志を迎えると同時に、学び舎である青年会議所の運動という研鑽を通し互いを高めあい47 
ながら、私たちが思い描き広く発信していく 可能性に満ち我が街を誇りに感じる「夢溢れ48 
美しく先駆けるまち」を実現します。 49 
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